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不登校生徒への
組織的な指導・支援体制づくりの工夫
― ―生徒指導主事の立場として、連携した教育相談を目指す

資 料
特別研修員 高木 朋重 （尾島町立尾島中学校）

群 - 01F09
教
セ 平15.217集

不登校や問題行動の予防・早期発見・解決のためには、校内の教育相談のシステムを転
換し、チームで指導・支援する体制づくりが第一と考えた。また、今年度よりスクールカ
ウンセラーが配置されたことを、全職員の意識変革と、組織的な支援体制を構築する契機
ととらえた。生徒指導主事として、校内の人的資源を活用し、連携した教育相談を充実さ
せることが、不登校や問題行動の予防と解決につながることを実践を通して研究する。
【キーワード：教育相談 ほっとルーム 生徒指導主事 組織 連携 チーム】

《研究の概要》
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資料３

月 日（ ） 記載者（ ）秘
短時間のコンサルテーションを有意義な時間にするために！

今週の（ ）さん・君
○本人の様子

（いつ、誰からの情報で、どのような様子なのか、できるだけ詳しく書く）

○学校の対応・関係機関との連携
（いつ、誰が、誰に、何を、どのように ・・・対応・支援・指導したのか）、

○今後の対応
（いつ、誰が、誰に、何を、どのように ・・・対応・支援・指導すべきか）、

○困っていること・相談したいこと

※ＳＣとのコンサルテーションの際、利用してください。
※原則として、木曜日の朝、学年の教育相談担当を経由して、ＳＣに渡しておく。

ＳＣより ＳＣ教育相談担当
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資料４

コンサルテーション・カード

月 日（ ） 記載者（ ）秘
短時間のコンサルテーションを有意義な時間にするために！

（ ）さん・君が心配
○本人の様子・問題行動の概要

（いつ、誰からの情報で、どのような様子なのか、できるだけ詳しく書く）

○学校の対応・関係機関との連携
（いつ、誰が、誰に、何を、どのように ・・・対応・支援・指導したのか）、

○今後の対応
（いつ、誰が、誰に、何を、どのように ・・・対応・支援・指導すべきか）、

○困っていること・相談したいこと

※学年の教育相談担当を経由してＳＣとのコンサルテーションの際、利用してください。

ＳＣより ＳＣ教育相談担当
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資料５

〔第１回不登校ＰＪ〕資料尾島町立尾島中学校

実施日 平成１５年７月１０日

出席者 不登校ＰＪ委員秘
対象生徒名 １学期欠席数 記入者

年 組 ／

不登校になるまでの概要

苦戦していること

健康面学習・進路面 心理・社会面
（健康状況）（学習状況・学力） （情緒面・人間関係）
（身体面の様子）（ ） （ ）得意なことや趣味・進路希望 ストレス対処スタイル

Ａ
情 いいところ

報
Ｂ
気になるところの

（援助が必要なと
ころ）ま

と Ｃ
してみたこと
していることめ

（検討事項）

Ｄ この時点での
目標と援助方針

Ｅ
これからの

援 援助は
何を行うか

助

Ｆ
案 誰が行うか

Ｇ
期間は？
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資料６



- 7 -

資料７


